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■ 特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅰ 【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 石川の文化財【古美術】

■ 秋の優品選【近現代工芸】

■ 企画展 美術館創設60年のあゆみ 石川の美術

■ 特別陳列 前田家の名宝Ⅱ【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 特別陳列 よみがえった文化財
－修復工房の修復実績－【古美術】

  10月の企画展示室

  ミュージアムウィーク・10月の行事予定

  アラカルト ただいま展示中

鈴木治男《リセット》2014 年

ー「鈴木治男　共生の森」よりー

特別陳列 鈴木治男 共生の森 【近現代絵画】
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第4展示室

特別陳列 鈴木治男 共生の森
【近現代絵画】

10月12日（土）～11月17日（日）　会期中無休

本
展
は
画
家
、
造
形
作
家
と
し
て
活
躍
を
続
け
る
鈴
木
治

男
の
、
初
期
か
ら
近
作
ま
で
の
絵
画
作
品
を
一
堂
に
会
す
る

も
の
で
す
。

抽
象
と
具
象
、
二
つ
の
領
域
を
往
来
す
る
鈴
木
の
絵
画
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
と
自
在
に
飛
び
交
う
線
に
よ
る
画
面
が
幾

層
か
重
な
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
下
層
を
透
か
し
た
り
、
上
層

を
擦
れ
さ
せ
た
り
と
表
現
方
法
は
様
々
で
、
そ
れ
は
思
い
を

述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
素
材
の
特
性
や
絵
肌
を
重
視
し
、
ど
う

思
い
を
伝
え
る
か
を
考
え
ぬ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

展
示
は
、
修
業
期
、
模
索
期
、
画
風
確
立
期
、
現
実
反
応
期
、

共
生
の
森
シ
リ
ー
ズ
、
水
の
記
憶
シ
リ
ー
ズ
と
六
期
に
区
分

し
、
作
者
の
詩
情
と
造
形
、
創
作
の
あ
ゆ
み
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
会
期
中
の
十
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時
半
か
ら

美
術
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
作
者
を
講
師
に
「
私
の
歩
み　

五

十
年
」
と
題
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
聴
講
は
無
料
で
す
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

鈴
木
治
男　

略
歴

昭
和
二
十
二
年
茨
城
県
生
ま
れ
。
四
十
九
年
金
沢
美
術
工

芸
大
学
美
術
学
科
油
画
卒
業
。
五
十
年
金
沢
に
て
初
個
展
、
以

後
金
沢
や
東
京
等
で
毎
年
個
展
開
催
。
五
十
一
年
金
城
短
期

大
学
開
学
と
同
時
に
講
師
と
な
る
。（
六
十
二
年
助
教
授
、
平

成
四
年
教
授
）
。
五
十
六
年
、
メ
キ
シ
コ
、
ベ
ラ
ク
ル
ス
州
立
大

学
美
術
学
部
に
て
研
修
（
私
学
在
外
研
修
員
）
。
六
十
一
年
自

由
美
術
協
会
展
初
入
選
、
以
後
平
成
六
年
ま
で
出
品
。
平
成
三

年
日
本
海
造
型
展
出
品
、
以
後
二
十
年
ま
で
出
品
。
二
十
二
～

二
十
六
年
金
城
大
学
短
期
大
学
部
学
長
。
現
在

日
本
美
術
家

連
盟
会
員
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
。

鈴木治男《共生の森》金城大学蔵

洋
画
家
・
鈴
木
治
男
は
絵
画
制
作
の
他
に
、
自
身
の
作
品
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
っ
た
作
品
集
や
日
常
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
を
一
コ
マ
マ
ン
ガ
に
し
た
小
冊
子
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
あ
る
出
版
物
の
中
で
、
本
展
覧
会
に
大
き
く
関
わ
る
の
は
『
共
生
の
森
か
ら　

鈴
木
治
男
の
画
文
集
』

（
平
成
二
十
九
年
、
私
家
版
）
で
し
ょ
う
。
共
生
の
森
と
題
し
た
作
品
群
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
随
筆
も
愉
快
で
、
ク

ス
ッ
と
し
て
し
ま
う
お
話
し
も
あ
り
ま
す
。

絵
画
「
共
生
の
森
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
平
成
十
二
年
頃
か
ら
二
十
四
年
の
東
日
本
大
震
災
の
前
に
展
開
し
て
い
ま
し

た
。
自
身
の
住
ま
い
の
周
り
の
雑
木
林
や
散
歩
道
に
潜
む
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
た
ち
が
気
に
な
り
、「
み
ん
な
こ
の
森
で

生
き
て
い
る
」
と
い
う
思
い
で
、
制
作
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
本
展
出
品
作
の
《
共
生
の
森
Ａ
》（
《
鳥
た
ち
の
森
》
を

改
題
）
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
始
ま
り
。
家
の
周
囲
に
住
む
鳥
た
ち
を
題
材
と
し
た
作
品
で
、
朗
ら
か
な
雰
囲
気
の
作

品
で
す
。

学芸員の眼

鈴木治男《共生の森A》
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紙
面
の
関
係
で
、
重
文
《
豊
明
絵
草
紙
絵
巻
》
は
本
欄
で
紹
介
し
ま
す
。
十
三
世
紀
半
ば
こ
ろ
か
ら
、
彩
色
を
用
い
な

い
白
描
の
絵
巻
が
数
多
く
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
作
は
こ
う
し
た
白
描
絵
巻
の
代
表
作
の
一
つ
で
す
。
内
容

は
、
若
く
し
て
中
納
言
と
な
り
、
美
し
い
妻
を
め
と
り
子
供
に
も
恵
ま
れ
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
貴
公
子
が
、

や
が
て
妻
を
病
で
失
い
、
そ
れ
を
契
機
に
世
の
無
常
を
悟
り
、
隠
棲
し
て
念
仏
三
昧
の
生
活
を
送
り
、
さ
ら
な
る
悲
運

に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
往
生
を
遂
げ
る
説
話
で
す
。
作
者
は
未
詳
で
す
が
、
文
中
の
漢
籍
や
仏
典
の
引
用
が
十
三
世
紀

末
、
後
深
草
院
の
寵
愛
を
受
け
た
二
条
の
日
記
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
類
似
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
二
条
に
は
画
才
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
二
条
の
作
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
余
談
で
す
が
画
中
に
後
世
色
を
点
じ
た
箇
所
が
あ
り
、
私
は
見
る
度

に
苦
笑
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

学芸員の眼

前田育徳会尊經閣文庫分館

特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅰ
【古美術】

10月12日（土）～11月17日（日）　会期中無休

今
回
は
会
期
中
の
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
が
「
文
化
財
保

護
強
調
週
間
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
特
に
加
賀
藩
の
美
術
工
芸

に
お
け
る
「
名
品
の
収
集
」
の
側
面
に
注
目
し
、
国
宝
《
水す

い

左さ

記き

》
と
、《
枕
草
子
（
第
一
帖
）
》
、《
豊
明
絵
草
子
絵
巻
》
、
伝
雪
舟

筆
《
四
季
花
鳥
図
》（
三
点
い
ず
れ
も
重
文
）
を
同
時
に
展
示
し

ま
す
。

ま
ず
国
宝
《
水
左
記
》
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
安
時

代
中
期
の
左
大
臣
・
源
俊
房
（
一
〇
三
五
～
一
一
二
一
）
の
日

記
で
、
筆
者
の
姓
〈
源
〉
の
偏
、
さ
ん
ず
い
＝
水
と
官
職
〈
左
大

臣
〉
の
左
を
合
わ
せ
て
こ
の
よ
う
に
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

筆
者
の
家
号
〈
土
御
門
〉
に
も
と
づ
き
《
土
左
記
》《
土
記
》
と

も
呼
ば
れ
る
ほ
か
、
筆
者
の
邸
宅
が
あ
っ
た
〈
堀
河
〉
に
ち
な

ん
で
《
堀
河
左
府
記
》
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
一
〇
六
二
年
（
康
平

五
）
か
ら
一
一
一
三
年
（
永
久
元
）
ま
で
の
記
録
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
わ
た
る
朝
廷
の
儀
式
や
政

務
に
な
ど
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

筆
者
の
俊
房
は
村
上
天
皇
の
曽
孫
で
、
母
は
藤
原
道
長
の

娘
・
尊
子
と
い
う
血
統
で
す
。
公
事
に
詳
し
く
、
文
学
、
学
問
に

造
詣
が
深
く
、
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。《
水
左

記
》
の
自
筆
本
は
八
巻
伝
存
し
て
お
り
、
今
回
は
前
田
育
徳
会

が
所
蔵
す
る
二
巻
の
う
ち
、
承

じ
ょ
う

暦
り
ゃ
く

元
年
（
一
〇
七
七
）
秋
冬
記

一
巻
を
全
巻
公
開
し
ま
す
。

続
い
て
重
文
《
枕
草
子
》
で
す
が
、
こ
れ
は
改
め
て
述
べ
る

ま
で
も
な
く
、
有
名
な
清
少
納
言
の
随
筆
『
枕
草
子
』
の
古
写

本
で
、
本
作
は
現
存
す
る
写
本
の
う
ち
で
最
も
古
い
と
筆
写

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
章
段
の
配
列
は
他
の
諸
本
と
は
異
な
り
、

類
似
の
写
本
が
存
在
し
な
い
点
で
も
、
研
究
史
上
も
貴
重
な

資
料
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

国宝《水左記》（部分）重文《豊明絵草紙絵巻》（部分）
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第2展示室

石川の文化財
【古美術】

10月12日（土）～11月17日（日）　会期中無休

第5展示室

秋の優品選
【近現代工芸】

10月12日（土）～11月17日（日）　会期中無休

近
現
代
工
芸
「
秋
の
優
品
選
」
で
は
、
企
画
展
「
美
術
館
創
設

六
十
年
の
あ
ゆ
み

石
川
の
美
術
」
で
展
示
し
き
れ
な
か
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

工
芸
作
品
と
い
う
と
、
な
に
か
用
途
を
も
っ
た
器
物
で
あ

り
、
用
と
美
の
両
立
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
石
黒
宗
麿
の
《
絵
唐
津
徳
利
》
や
《
黒
釉
坏
》
、

《
三
彩
坏
》
な
ど
は
、
ま
さ
に
、
酒
を
呑
む
と
い
う
用
途
と
、
器

形
の
美
し
さ
が
調
和
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
用
途
に
と
ら
わ
れ
ず
、
素
材
そ
の
も
の
の
魅
力
を

引
き
出
し
た
り
、
抽
象
的
な
造
形
を
追
求
す
る
作
品
も
あ
り

ま
す
。
木
田
弘
之
《
オ
ブ
ジ
ェ
「
念
」
》
や
南
部
勝
之
進
《
オ
ブ

ジ
ェ
》
は
、
そ
れ
ぞ
れ
や
き
も
の
と
金
属
と
い
う
素
材
の
質
感

を
活
か
し
な
が
ら
、
造
形
的
な
面
白
さ
や
形
の
美
し
さ
を
重

視
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
ら
し
い
モ
チ
ー
フ
の
作
品
も
数
多
く
展
示
し
ま

す
。
紺
谷
力
《
彩
塑
人
形
「
豊
穣
の
歓
び
」
》
は
、
実
っ
た
稲
穂
を

手
に
、
豊
穣
を
寿
ぐ
踊
り
子
の
姿
を
、
竹
田
有
恒
《
釉
裏
金
彩

穂
波
文
鉢
》
は
、
た
わ
わ
に
実
る
稲
穂
の
様
子
を
、
透
明
釉
の

下
に
金
箔
を
用
い
る
釉ゆ

う

裏り

金
彩
の
技
法
で
表
現
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
実
り
の
秋
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
で

す
。
そ
の
他
、
山
田
義
明
《
色
絵
秋
海
棠
文
飾
皿
》
や
武
腰
潤

《
色
絵
春
秋
草
花
文
台
皿
》
な
ど
、
清
楚
な
秋
の
草
花
を
描
い

た
作
品
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

麗
し
い
秋
の
ひ
と
と
き
を
、
工
芸
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

文
化
に
親
し
む
秋
。
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
を
「
文
化

財
保
護
強
調
週
間
」
と
し
て
こ
の
時
期
に
は
、
歴
史
的
建
造
物

や
美
術
工
芸
品
の
特
別
公
開
を
は
じ
め
、
あ
ち
こ
ち
で
文
化

財
に
関
わ
る
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
館
で
は
毎
年
、
県
内

に
所
在
す
る
指
定
文
化
財
の
数
々
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

石
川
県
内
に
は
、
美
術
工
芸
品
で
国
宝
二
件
を
含
む
重
要

文
化
財
が
八
十
八
件
所
在
し
て
い
ま
す
。
分
野
別
に
み
る
と
、

絵
画
九
件
、
彫
刻
十
七
件
、
工
芸
品
二
十
三
件
、
書
籍
・
典
籍
二

十
一
件
、
古
文
書
十
件
、
考
古
資
料
八
件
と
い
う
内
訳
と
な
り

ま
す
。
ま
た
建
造
物
は
四
十
五
件
、
八
十
三
棟
を
数
え
ま
す
。

こ
の
数
は
富
山
・
福
井
両
県
を
し
の
ぎ
、
全
国
的
に
見
て

も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
文
化
財
が
石

川
に
伝
わ
る
の
は
、
加
賀
藩
主
前
田
家
の
文
化
政
策
が
大
い

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
前
田
家
が
収
集
し
、
育
成
し
た
数
々

の
名
品
が
、
時
代
を
超
え
て
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の

で
す
。
ま
た
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
基
盤
と
し
た
今
日
の
文

化
風
土
は
、
芸
術
・
文
化
全
般
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
「
石
川
の
文
化
財
」
と
題
し
て
、
国
宝
・
重

要
文
化
財
・
石
川
県
指
定
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。
見
ど
こ
ろ

は
当
館
が
所
蔵
す
る
《
色
絵
雉
香
炉
》
と
白
山
比
咩
神
社
所
蔵

の
《
剣　

銘
吉
光
》
で
、い
ず
れ
も
国
宝
で
す
。
現
在
石
川
に
は

二
件
の
国
宝
が
存
在
す
る
の
み
で
、
そ
れ
を
同
時
に
見
る
こ

と
の
で
き
る
ま
た
と
な
い
展
観
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国宝《剣　銘吉光》白山比咩神社蔵木田弘之《オブジェ「念」》
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前田育徳会尊經閣文庫分館
特別陳列

前田家の名宝Ⅱ
【古美術】
8月31日（土）～10月7日（月）　会期中無休

第1・3～9展示室

美術館創設60年のあゆみ
石川の美術

8月31日（土）～10月7日（月）　会期中無休

前
回
の
「
学
芸
員
の
眼
」
で
、
前
田
利
為
の
音
楽
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
白
眉
で
あ
る
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
の
自
筆
楽
譜
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
同
時
に
展
示
さ
れ
て
い
る
Ｗ
．
Ａ
．

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト（
一
七
五
六
～
一
七
九
一
）の
自
筆
楽
譜
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
表
面
に
自
作
の《
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
二
十
六
番
「
戴
冠
式
」》
第
二
楽
章
の
ス
ケ
ッ
チ

と
、《
弦
楽
五
重
奏
曲
》（
Ｋ
．
五
一
六
）
終
楽
章
の
た
め
の
ス

ケ
ッ
チ
が
記
さ
れ
、裏
面
に
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
オ
ペ
ラ
・
セ

リ
ア（
神
話
や
伝
説
に
基
づ
く
真
面
目
な
オ
ペ
ラ
）の
ス
ケ
ッ

チ
と
、《
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
曲
》（
Ｋ
．五
一
六
ｄ
）の
た
め

の
ロ
ン
ド
楽
章
の
断
片
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
さ
れ
て
い
る
五
線
譜
の
特
徴
や
、《
弦
楽
五
重
奏
曲
》

が
一
七
八
七
に
完
成
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
「
戴
冠
式
」
の
完
成
が
一
七
八
八
年
二
月
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
表
面
は
一
七
八
七
年
に
書
か
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
、こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が

〈
ス
ケ
ッ
チ
〉で
あ
る
と
い
う
事
実
に
改
め
て
着
目
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ミ
ロ
ス
・
フ
ォ
ア
マ
ン
監
督
の
映
画
《
ア
マ
デ
ウ
ス
》
に
、

ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
付
作
曲
家
サ
リ
エ
リ
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
修
正
箇
所
が
全
く
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
総
譜
を
見
て
賛
嘆
す

る
印
象
深
い
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、楽
曲
は
す
べ
て

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
頭
の
中
で
完
成
し
て
お
り
、
彼
は
そ
れ
を

書
き
写
す
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
十
九
世
紀
の
「
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
神
話
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
が
、
今
回
展
示
し
て
い
る

〈
ス
ケ
ッ
チ
〉
の
存
在
は
、
こ
の
「
神
話
」
の
反
証
と
し
て
も
重

要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す
。

昭
和
三
十
四
年
、
兼
六
園
の
石
引
口
に
石
川
県
美
術
館
が

開
か
れ
て
今
年
で
六
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
地
に
移
っ

て
名
称
を
石
川
県
立
美
術
館
と
し
て
か
ら
も
三
十
七
年
と

な
り
ま
す
。
旧
館
の
開
館
当
初
は
国
宝
《
色
絵
雉
香
炉
》
を
は

じ
め
寄
附
を
受
け
た
作
品
な
ど
で
ス
タ
ー
ト
し
、
石
川
県
が

所
有
し
て
い
た
美
術
品
を
美
術
館
に
保
管
換
え
す
る
な
ど
し

て
、徐
々
に
所
蔵
品
は
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

旧
館
時
代
の
作
品
収
集
は
、
江
戸
時
代
の
前
田
家
の
保
護

育
成
政
策
に
よ
り
文
化
の
華
が
開
い
た
石
川
の
芸
術
展
個
性

を
活
か
す
と
い
う
方
針
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
古
美
術
と
伝
統
工
芸
品
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
た

め
、近
現
代
美
術
、と
く
に
日
本
画
・
油
彩
画
・
彫
刻
の
各
部
門

の
作
品
収
集
は
、
新
館
の
建
設
準
備
段
階
に
入
っ
て
か
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、収
蔵
作
品
は
三
九
一
六
点
を
数
え
ま
す
。そ
の
内
容

は
、
古
美
術
か
ら
現
代
美
術
ま
で
、
そ
れ
も
各
分
野
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、何
ら
か
の
意

味
に
お
い
て
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
収
蔵
品
の
多
く
は
篤
志
家
や
作
家
自
身
の
寄
附
に

な
る
も
の
で
、心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、今

後
と
も
当
館
の
活
動
に
、
ご
協
力
ご
援
助
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

本
展
は
、
美
術
館
創
設
か
ら
六
十
年
の
節
目
を
迎

え
た
こ
と
を
機
に
、
当
館
を
代
表
す
る
秀
作
群
か
ら

選
り
す
ぐ
り
の
優
品
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
石
川

の
美
術
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
石
川
県
立
美
術
館

の
個
性
と
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

高光一也《裸婦》《ピアノ協奏曲第26番スケッチ他》モーツァルト
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第7･8･9展示室

第5回

日展石川会展
10月12日（土）～21日（月）　会期中無休

現
在
展
示
中
の
作
品
は
、
昨
年
度
文
化
財
保
存
修
復
工
房

が
手
が
け
た
四
十
件
の
中
か
ら
、
重
文
、
富
山
県
文
、
加
賀
・
白

山
・
金
沢
の
各
市
文
を
中
心
と
し
た
十
件
の
修
復
文
化
財
で

す
。
修
復
前
の
状
態
や
修
復
工
程
は
写
真
や
解
説
パ
ネ
ル
を

用
い
て
補
い
、
修
復
の
成
果
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
石
黒
信
由
関
係
資
料
」
の
修
復
は
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
携

わ
り
、
今
年
度
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
越
中
国
射

水
郡
高
木
村
（
現
在
の
富
山
県
射
水
市
）
に
生
ま
れ
た
江
戸

時
代
後
期
の
和
算
家
で
測
量
家
の
石
黒
信
由
以
下
四
代
に
わ

た
る
和
算
・
天
文
暦
学
・
絵
図
作
製
・
航
海
術
に
関
す
る
貴
重

な
資
料
で
、
約
一
二
、
〇
〇
〇
点
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
三
、
七
〇
〇
点
あ
ま
り
が
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
追
加
指
定
さ
れ
、
総
指
定
点
数
が

六
、
〇
〇
〇
点
を
越
え
ま
し
た
。
修
復
作
品
の
絵
図
や
文
書
記

録
類
は
、
汚
損
除
去
や
虫
喰
の
繕
い
、
劣
化
部
分
の
補
強
、
ず

れ
の
修
正
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
昔
は
大
き
な
和
紙
を
漉
く

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
絵
図
は
何
百
枚
も
の
和
紙
を

張
り
つ
な
ぎ
作
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
経
年
や
保
存

状
況
等
に
よ
り
、
例
え
ば
糊
離
れ
は
過
去
の
修
復
で
は
応
急

処
置
的
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
絵
図
の
文
字
や

線
に
ず
れ
が
生
じ
た
状
態
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
解
消

を
行
い
制
作
当
初
の
精
度
の
高
い
絵
図
が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
地
道
な
作
業
を
行
う
修
復
工
房
が
文
化
財
を

守
り
伝
え
て
い
く
た
め
の
現
場
で
あ
り
、
美
術
館
は
こ
う
し

た
文
化
財
を
公
開
し
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
伝
え
て
い
く
た

め
の
装
置
で
す
。
修
復
工
房
の
あ
る
美
術
館
の
活
動
に
、
こ
れ

か
ら
も
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

加賀市文《実性院御霊屋地袋襖》より「獅子之図」　実性院蔵

日
展
石
川
会
は
、
県
内
在
住
の
文
化
勲
章
受
章
者
、
日
本
芸

術
院
会
員
を
始
め
と
す
る
日
展
所
属
の
作
家
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
以
来
五
回
目
と
な
る
今
展
は
、
昨

秋
東
京
の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
の
改
組

新

第
四
回
日
展

に
出
品
さ
れ
た
大
作
を
中
心
に
百
数
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
入
場
料
／
八
〇
〇
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

友
の
会
は
一
〇
〇
円
引
き

◆
連
絡
先
／
北
國
新
聞
社
事
業
局
内
「
日
展
石
川
会
」
事
務
局

電
話
：
〇
七
六

－

二
六
〇

－

三
五
八
一

十
月
の
企
画
展
示
室

第2展示室
特別陳列

よみがえった文化財
―修復工房の修復実績―

8月31日（土）～10月7日（月）　会期中無休
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兼
六
園
を
中
心
と
す
る
半
径
約
一
㎞
の
範
囲
は
、
藩
政
期
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
各
時
代

の
歴
史
が
重
層
的
に
集
積
す
る
石
川
県
を
代
表
す
る
緑
豊
か
な
文
化
空
間
と
な
っ
て
お
り
、

数
々
の
文
化
施
設
や
公
園
緑
地
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
川
県
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
を
「
兼

六
園
周
辺
文
化
の
森
」
と
し
て
、
各
文
化
施
設
で
の
展
覧
会
や
、
施
設
間
で
連
携
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
文
化
の
創
造
と
交
流
、
ふ
れ
あ
い
空
間
の
創
出
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
も
十
月
二
十
日
（
日
）
か
ら
十
一
月
四
日
（
月
・
振
休
）
の
期
間
に
、
各
施
設
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
当
館
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆ 
い
し
か
わ
の
工
芸
文
化
魅
力
発
信
・
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
し
か
わ
工
芸
の
巨
匠
に
聞
く
「
九
谷
焼
」

講
師
：
�
�
田
美統

氏
（
重
要
無
形
文
化
財
「
釉
裏
金
彩
」
保
持
者
）

武
腰
敏
昭

氏
（
日
本
芸
術
院
会
員
）

日
時
：
十
月
二
十
二
日
（
火
・
祝
）
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル
（
先
着
順
）

申
込
：
前
日
ま
で
に
左
記
ま
で
電
話

◆
文
化
講
演
会
「
終
わ
り
か
ら
始
ま
る
物
語

～
日
本
文
学
～
か
ら
見
つ
め
る
社
会
・
文
化
の
あ
り
方
」

講
師
：
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

氏
（
日
本
文
学
研
究
者
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
）

日
時
：
十
月
二
十
三
日
（
水
）

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル
（
定
員
二
〇
〇
名
）

申
込
： 

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
人
数
を
記
載
し
て
、
左
記
ま
で

（
は
が
き
一
通
に
つ
き
二
名
ま
で
応
募
可
）
。
十
月
三
日
（
木
）
必
着
。

〒
九
二
〇

－
八
五
八
〇
（
住
所
不
要
）
石
川
県
文
化
振
興
課

「
ロ
バ
ー
ト

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
講
演
会
」
係

な
お
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
左
記
ま
で
。

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
等
活
性
化
推
進
実
行
委
員
会
（
石
川
県
文
化
振
興
課
内
）

電
話
：
〇
七
六

－

二
二
五

－

一
三
七
一
（
平
日
午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

10
月
の
行
事
予
定

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森

秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

■
企
画
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
!　

10
時
～
12
時（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）  

要
観
覧
料

22
日（
火
・
祝
）

磁
気
式
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
、お
気
に
入
り
作
品
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
よ
う
！

■「
鈴
木
治
男　

共
生
の
森
」
記
念
講
演
会　

13

時
30

分
～
15

時

 

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

26
日（
土
）

「
私
の
歩
み
50
年
」 

講
師　

鈴
木
治
男 

氏（
画
家
）

■「
第
66
回
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
」記
念
講
演
会　

13
時
30
分
～
15
時

 

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

27
日（
日
）

「
色
鍋
島
・
今
右
衛
門
の
伝
統
」

講
師　

今
泉
今
右
衛
門 

氏（
重
要
無
形
文
化
財「
色
絵
磁
器
」保
持
者
）

■
修
復
特
別
実
演　

①
10
時
30
分
～
11
時　

②
14
時
～
14
時
30
分

 

石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
見
学
ス
ペ
ー
ス　

無
料

27
日（
日
）

修
復
技
術
者
が
修
復
作
品
の
解
説
や
修
復
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
講
義
室　

無
料

５
日（
土
）

「
近
代
工
芸
と
茶
道
具
」 

担
当
課
長　

寺
川
和
子

12
日（
土
）

「
明
治
期
の
工
芸
教
育

｜
納
富
介
次
郎
の
先
駆
性
｜
」

担
当
課
長　

鶴
野
俊
哉

■「
美
術
館
創
設
60
年
の
あ
ゆ
み
」展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

11
時
～　

要
観
覧
料

６
日（
日
）

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
や
出
品
作
品
に
つ
い
て
解
説
を
行

い
ま
す
。

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

13
日（
日
）

「
シ
リ
ー
ズ　

い
し
か
わ
の
文
化
財　

～
建
造
物
編
～　

記
憶
へ
の
回
廊
」（
25
分
）

「
極
め
る
匠
の
世
界　

色
絵
磁
器
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

　

色
鍋
島
十
三
代
今
泉
今
右
衛
門
」（
30
分
）
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10月7日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

10月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

10月の休館日は

8日（火）～11日（金）

平
成
二
十
七
年
に
一
般
財
団
法
人
脇
田
美
術
館

よ
り
、
脇
田
和
の
作
品
三
百
十
七
点
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
半
数
は
油
彩
画
で
す
が
、
版
画
作

品
も
九
十
四
点
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
脇
田
和
は
「
画
家
に
し
て

版
画
家
」
で
あ
り
、
脇
田
の
版
画
の
仕
事
は
油
彩
画

と
密
接
に
絡
ん
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

脇
田
和
は
十
五
歳
か
ら
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
ベ
ル

リ
ン
の
美
術
学
校
で
は
絵
画
を
は
じ
め
、
エ
ッ
チ
ン

グ
、
リ
ト
グ
ラ
フ
、
木
口
木
版
画
の
版
画
技
術
の
研

鑽
を
積
み
、
美
術
学
校
卒
業
後
も
版
画
と
深
い
関

わ
り
を
も
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
単
色

リ
ト
グ
ラ
フ
し
か
手
が
け
な
か
っ
た
は
脇
田
で
す

が
、
戦
前
、
日
本
在
住
の
ロ
シ
ア
人
、
ワ
ル
ワ
ー
ラ
・

ブ
ブ
ノ
ワ
女
史
の
色
彩
版
画
に
魅
せ
ら
れ
て
直
接

指
導
を
受
け
、
こ
の
作
品
は
多
色
リ
ト
グ
ラ
フ
の
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ト
グ
ラ
フ
は
木
版
画
や
銅

版
画
の
よ
う
に
彫
っ
た
り
腐
食
し
た
り
す
る
複
雑

な
工
程
は
一
切
入
ら
な
い
、
極
め
て
自
由
な
表
現
が

可
能
で
、
加
え
て
こ
の
よ
う
な
中
間
色
の
発
色
が
微

妙
な
多
色
の
リ
ト
グ
ラ
フ
の
魅
力
は
、
脇
田
の
遊
び

心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
国
際
版
画
展
出
品
作
品
と
な
る
本
作
で
す

が
、
絶
え
ず
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
進
め
ら
れ
た
版
画
制

作
が
深
ま
り
を
見
せ
、
国
際
的
な
版
画
展
の
他
、
海

外
の
個
展
開
催
を
含
め
、
脇
田
作
品
が
世
界
で
評

価
さ
れ
は
じ
め
た
頃
の
作
品
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
版
画
へ
の
姿
勢
や
そ
の
実
績
か
ら
、
昭
和
三
十

三
年
（
一
九
五
八
年
）
に
東
京
芸
術
大
学
に
版
画
教

室
が
開
設
さ
れ
る
と
、
脇
田
は
講
師
と
し
て
招
か

れ
、
学
生
た
ち
に
版
画
の
指
導
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
し
た
。

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

令和元年11月22日(金)

～12月22日(日)

会期中無休
加賀藩の美術工芸Ⅱ

古九谷と

加賀蒔絵の至宝

次回の展覧会

第５展示室 第３展示室 第6展示室

東京国立近代美術館

工芸館名品展

老い物語

【近現代絵画･彫刻】

優品選

【近現代工芸】

《化石と少女》 かせきとしょうじょ 脇田　和　わきた・かず

縦37.5㎝×横51.7㎝　昭和29 年（1954）　シンシナティ国際版画展（1956） 明治41年（1908）～平成15年（2003）
リトグラフ

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.41
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